	新潟市立大形中学校　防災教育担当：近川先生　総合学習担当：鈴木先生

	①サポートを依頼した先
・団体・施設・消防団・人物 等
	・新潟市防災教育コンソーシアム（中越防災安全推進機構）
→学習計画組立ての相談・防災工作のプログラム紹介・防災学習の導入講座
・東区役所総務課安心安全担当→各学年への防災出前講座
・東区健康福祉課高齢介護担当→認知症サポーター養成講座
・消防署→AED講習
・県立特別支援学校→合同避難訓練・講評の実施
・東区社会福祉協議会→車椅子講習会について情報提供

	②相談したきっかけ
・こんな困りごとがあった
・施設を利用したかった 等
	・前年度まで２年間実施していた地域との合同防災訓練が無くなるにあたり、秋からの総合学習で防災をテーマにすることが決まっていたが、どのように学習を組立てたらよいか相談したかったため。

	③サポート実例
	・学習計画組立ての相談
・防災工作のプログラム紹介
・全校対象の防災学習の意識付けのための導入講座

	④先生の声
・やってみて良かったこと
・改善点　等
	[bookmark: _GoBack]・防災はどの分野とも関わりがあるということ。高齢者福祉や特別支援、幼児への接し方など、何でも関わりがあり深い。防災をテーマにすると何でもできる。
・意識付けのための導入講座のなかで、「避難所にはいろんな人たちが集まり、いろんな困りごとが生まれる」という話があったため、その後の学習で、各専門の方にそれぞれの対象者が普段どんな暮らしをしていて、災害時にはこんなことに困りそうだと具体的に習い、活動へ繋げることができた。
・計画を立てた段階では本当にこれでいいのか、こじつけかもしれないと思いながら組み立ててみたが、やってみたらしっかり関連があり、一つ一つの活動に意味付けがあったことに気付いた。
・学習の積み重ねが一目でわかるように、一連の学習を毎時間振り返る欄を設けたシートを作成した。生徒は毎回きっちり書いており、すべての学習が防災の意識付けに繋がったと感じる。



